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C O N T E N T S

緩和ケア病棟の理念

基本方針

緩和ケアとは、苦痛の緩和を必要とする悪性疾患の患者とそ

の家族のQOL（人生と生活の質）を改善することです。

当院緩和ケア病棟では、患者やその家族の想いを可能な限り

尊重し、その人らしい生活を送ることができるように、さまざ

まな専門家とボランティアがチームとして支えます。

1．痛みやその他の苦痛となる症状を緩和します。

2．患者さんがその人らしく生きることができるように支えます。

3．無理な延命や意図的に死を招くことはしません。

4．�病気の早い段階から適用し、積極的な治療に伴って生ずる�
苦痛にも専門性をもって対処します。

5．患者さんの希望に沿い、在宅への支援を行ないます。

6．�患者さんの療養中から死別した後に至るまで、家族が様々な
困難に対処できるように支えます。
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M e s s a g e

作業療法士

坂本 聖也

緩和ケア病棟での3年間の
リハビリテーションの関わり

ある男性患者さんは手を挙げながら「ま
いど！よろしくね」
ある女性患者さんは「こんにちは、待っ
ていました。お願いしますね」
ある家族さんは「こんにちは。ほらリハ
ビリの人が来られたよ」と話かけられる。
お部屋に訪室するとそんなやり取りが日
常茶飯事となってきました。
専任でのリハビリテーション担当となり
3年が経ちました。それまでは急性期の患
者さんに対するリハビリを展開していたた
め病状の改善と共にADLや身体機能面の改
善が認められるため、機能回復第一の考え
で日々リハビリをしていました。しかし緩
和ケア病棟でのリハビリは患者さんと家族
の要望を十分に把握して行うため、ADLや
身体機能面の改善は二の次であることも多
く当初はジレンマを感じることがありまし
た。私は作業療法士であるため、日常生活
面や精神面のケアに重点を置いていました
が、やはり「身体機能を改善し、元の生活
に戻ってほしい」とそんな気持ちが強くあ
りました。しかし病棟でリハビリをしてい
く中である患者さんから「すべて良くする
ことは難しいから1つでも良くなればうれ
しいです。例えば1日の中で痛い時間が少
なくなれば良いことや動ける時間が少しで
もあれば良い」。
「それが自分一人では出来ないから手伝っ
てほしい」と要望がありました。その言葉

を聞いてから自分の中でのリハビリ感が少
し変わってきました。
実際リハビリの中では「最近足が弱って
きたけどどうしたらいいですか？」「ベッ
ドから起きることが大変だけど楽に起き上
がれる方法はありませんか？」「トイレの
便座から立ち上がりがしにくくなっている
んだけどどうしたらいいですか？」と生活
面に即した要望を非常に多く感じます。実
際の動きや改善点を実動し提案し実施する
ことで、解決したときの患者さんの発言や
顔を見ると、安堵された表情で「出来て良
かった。ありがとう。これで生活が出来る」
と喜ばれます。また「一緒にお茶を飲みま
しょう。ちょっとここにおってくれるだけ
で良いよ」と時間の共有も出来るようにな
りました。
病状の変化もあり出来ないことが増えて
いく中でも何かしらの方法によって出来る
ようになること、その術を知っているのが
わたしたち療法士であると思います。また
専任であることからちょっとの時間も共有
出来、タイムリーな関わりが出来ることも
メリットであると思います。
患者さん一人一人が自分らしく、その日
を悔いなく過ごせるように療養を支えるこ
とが重要であり、その人の生活・人生の質
を最大限活かせるよう日々関わりを持って
いければ良いと思っています。これからも
日々精進していきたいと思います。
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ྩ和��݄�͔Β�िؒ、͞ऀױΜͷֆըలΛ։͠࠵·ͨ͠ɻ
Ҏલ͔Βʮࣗͷ࡞Λలࣔ͢Δͷ͕ເͩͬͨʯͱݴΘΕ、৬
һʹΑΔը集࡞͠·ͨ͠ɻ
༉ֆΛؒۙͰݟΔػձগͳ͍ਓ͕ଟ͘、ଞͷ͞ऀױΜ͝Ո
ͷํʑཱͪݟͯͬ·ࢭೖ͍ͬͯ·ͨ͠ɻ

福田さん 作品展
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クリスマス会クリスマスクリスマスクリスマスクリスマス
ྩ和ݩ��݄��	
、ΫϦεϚεձΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ͜ͷ、দࢢߐͰԻָ׆ಈΛ͞Ε͍ͯΔ、h Π
ϞʔνΣʱͷօ͞Μʹ͓ӽ͍͖ͨͩ͠·ͨ͠ɻʮΧϦϯόʯͱ͍͏ָثΛԋ͞ΕΔͷͰ͕͢、͜ͷʮΧϦϯ
όʯผ໊ʮࢦϐΞϊʯͱݺΕ͓ͯΓ、ΦϧΰʔϧͷݩʹͳͬͨͷͰͳ͍͔ͱݴΘΕ͍ͯ·͢ɻ
ͷശͷΑ͏ͳ൘ʹۚଐͷ͍ࡉΛ͚ͭͯ、ͦΕΛࢦͰ͘ͱ、ͱͯॊΒ͔͘、༏͍͠Ի৭͕͠·͢ɻී
ஈ͋·ΓݟΔػձͷগͳָ͍ثʹօ͞ΜڵຯਂʑͰͨ͠ɻͦͷॊΒ͔͘༏͍͠Ի৭ʹ、ελοϑ͞ऀױΜ
օ༊͞Ε·ͨ͠ɻ·ͨ、͞ऀױΜͷඈͼೖΓࢀՃ͋Γ·ͨ͠ɻεʔπͱΩϟοϓΛཪฦ͠ʹணͯ͠、
ωΫλΠͰΩϟοϓΛറΓ、ਆओͷΑ͏ͳׄ	ԅձܳ
ʹͳ͔ͬͨͱͨͬࢥΒ、ͦΕʹ߹Θͤͯቭঁ͞Μʹ
กͨ͠和田ࢣޢ長ͱͱʹ、݈߁ͱ安શΛ͍ͩͯ͘͞͠ئف·ͨ͠ɻͦͷଞʹ͞ऀױΜ͝Ոͷඈͼೖ
ΓͰϑϧʔτԋՃΘΓ、େരসͱײಈͷӔͰ、ͱͯԹ͔͍งғؾͷதऴΘΔ͜ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻօ༷、
ຊʹ͋Γ͕ͱ͏͍͟͝·ͨ͠ɻྗڠ͝

カリンバ『イモーチェ』の
みなさん

花束贈呈

患者さん飛び入り参加！和田師長が巫女さん役で、神主の格好をしてみんなの健康と平和を願います。

錫杖の裏にカンペが…
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ボランティアさん手作りの
クリスマスカード

ボランティアさんとスタッフ

患者さんご家族とフルート
デュエット

スタッフと打ち合わせ

ボランティアさんとスタッフボランティアさんとスタッフ

無事終わったね。お疲れ様♪

もう何の会かわかりませんʵ5ʵ



節季 事行の

月 見 会

新春邦楽
コンサート

ΦʔϓχϯάΓ͜ΕʂϘϥϯςΟΞ͞ΜΛઌ಄ʹ、અགྷΓͰ։࢝Ͱ͢ɻࠓճ、
େ正ۏͷԋΛࢢͰ͞Ε͍ͯΔօ༷ʹ͓ӽ͍͖ͨͩ͠·ͨ͠ɻνϟΠφυϨε͕օ͞Μ
ΒΕ·ͨ͠ʂΏͬͨΓ͓ͯͬ͠߹ࣅ͘ྑ ͘Ͱ、෯·ۂΒΞοϓςϯϙͳϊϦͷྑ͍͔ۂͨ
ૉΒ͍͠ԋʹΈΜͳਲ͍͠Ε·ͨ͠ɻ

�ͷ࢝·Γͱ͑ݴΓ͜ͷࣄߦɻࠓఱؾʹ恵·Ε、Ժ͔ͳࠩ͠ͷ
த͜͏ߦͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻྫʹൺͨΒ͞ऀױΜ͝Ոͷਓଟͯ͘、ʹ
͔͗Ͱͨ͠ɻօ༷、͋Γ͕ͱ͏͍͟͝·ͨ͠ɻ

ྩ和ݩ�݄��ʢʣ

ྩ和��݄��ʢʣ

大正琴の皆さま。チャイナドレスが
似合いすぎです！

息のぴったり合った演奏です

今年は子年。
十二支の始まりです！ 踊る獅子舞兄弟

お部屋の入り口も
お正月♪

間近で見る箏。迫力あります。

横の姿も美しいです

すばらしい演奏に酔いしれます

すばらしいステップ♪

うさ耳にあう？ 楽しそう！

ボランティアさんを先頭

に、みんなで炭坑節踊り！
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節季 事行節 行の

節 分

ࢣҩ	ͷ岩下ྫ߃َʹՃ͑ͯ、ࠓഭྗͷ和田	ࢣ長
َՃΘΓ·ͨ͠ʂؾ߹ेʂ
Μ、ʮ·Ί·͖ʯʹ͔͚ͯ۟ΛϓϨθϯτ͍ͯͩ͘͠͞·ͨ͠ɻ͞ऀױ
Έͳ͞Μ、Λ͔͑ͨͳɻྩ和��݄�ʢ݄ʣ

桃の節句
ͷ͘͢͝ΠϯύΫτͷ͋Δ͓ཪ༷ͱ͓ͻͳ͞·ͷొʹ、ձେΓ্͕ΓͰ
ͨ͠ɻ͞ऀױΜ͝Ոͷ͝ྗڠ͋Γ、ϑϧʔτσϡΦͳͲϛχίϯαʔτॆ࣮
ͨ͠ձͱͳΓ·ͨ͠ɻօ༷͋͝ྗڠΓ͕ͱ͏͍͟͝·ͨ͠ʂྩ和��݄�ʢʣ

司会てす！

師長さん(和田さん最高です)]

ご家族とデュエット！！ 緊張します。

なんでそんなこと

言うんですか
写真撮らせて

　くださいよ～
今忙しいのっ！

やめてその顔で

こっちにこないで～！

安部先生のハーモニカで
オープニングです

手作り雛

あれ？！
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徒
然
日
記

ボランティアさん、
いつも縁の下の力持ち、
ありがとうございます。

徒
然
日
記

お綺麗ですよ、安部先生！

今年もちょっとだけ雪が積もりました。

雪だるま、誰がつくったのかな。

看護師さんと談笑中

徒
然
日
記

ボランティアさん、ボランティアさん、
いつも縁の下の力持ち、いつも縁の下の力持ち、
ありがとうございます。ありがとうございます。

お綺麗ですよ、安部先生！
お綺麗ですよ、安部先生！

看護師さんと談笑中
看護師さんと談笑中

安部先生のお誕生日に花束と
ケーキを届けてくださった方！
ありがとうございました！

手作りの雷門。お正月、初詣に行けない
患者さんがお参りしていました。

ヘリポートも雪化粧
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編 集 長
編集・校正
編集・写真

：安部　睦美
：岩下　智之、和田　祥恵
：西　紫

〒690-8509　島根県松江市乃白町32-1　
TEL：0852-60-8000（代表）／ FAX：0852-60-8005（総務）

令和2年3月 発行

※掲載写真及び記事については、本人もしくはご家族の許可を得ています。

松江市立病院�؇έΞ病౩

この冬は、もう『コロナウイルス』の一言に尽きるのではな

いでしょうか。

私が生まれてきて経験した中で、一番の脅威だったように思

います。この記事を書いている現在は、まだまだパンデミック

宣言のすぐ後で、色々な情報に翻弄されているところです。

島根県で現在コロナはまだ発生していません。それでも見え

ない敵に戦々恐々としています。医療従事者はもちろんですが、

その他医療現場に携わる者として、常に正しい情報を仕入れな

がら様々な場面に的確に対応していかなくてはならない、そん

な当たり前のことをひどく再認識されられました。

コロナに負けずに、ワンチームで乗り越えていきましょう！

西　紫

編集後記

編　集
委員会
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